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義
塾
で
日
々
生
み
出
さ
れ
、
磨
か
れ
る
叡
智
は
、
研
究

に
基
づ
く
成
果
や
、
学
問
を
修
め
た
卒
業
生
（
塾
員
）
ら

の
活
動
な
ど
を
通
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
社
会
へ
と

還
元
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
間
接
的
な
営
み
の
一

方
、
よ
り
直
接
的
な
社
会
貢
献
の
取
り
組
み
と
い
え
る
の

が
、
一
般
の
方
々
に
向
け
た
「
生
涯
学
習
の
場
」
の
提
供

で
す
。

　

義
塾
で
は
、
生
涯
学
習
の
場
の
提
供
を
重
要
な
使
命
で

あ
る
と
捉
え
、
多
く
の
人
が
幅
広
い
分
野
の
知
識
や
教
養

に
、
気
軽
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
よ
り
学
術
色
の
強
い
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
か
ら
、
課
程
に
籍
を
お
い
て
学
ぶ
講
義
・
授
業
、
そ

し
て
手
軽
に
教
養
を
深
め
ら
れ
る
公
開
講
座
・
講
演
会
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

講
義
・
授
業
形
式
で
は
、
通
信
教
育
課
程
、
外
国
語
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
塾
生
と
一
緒
に

大
学
の
授
業
を
履
修
す
る
「
科
目
等
履
修
生
」
の
制
度
な

ど
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
開
講
座
や
講
演
会
で
は
、

最
先
端
の
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
芸
術
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
す
る
塾
員
が
、
講
師

を
務
め
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
多

社
会
へ
の
知
の
還
元
│
開
か
れ
た「
生
涯
学
習
の
場
」
の
提
供

教育・研究の最前線

く
の
卒
業
生
が
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と

の
証
左
で
あ
り
、
義
塾
な
ら
で
は
の
強
み
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

公
開
講
座
の
な
か
で
も
地
域
連
携
と
い
う
点
で
特
徴
的

な
の
が
、
東
京
都
港
区
と
共
催
の
「
区
民
大
学
」
で
す
。

区
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
を
主
な
対
象
に
、
6
つ

の
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
開
講
し
て
い
ま
す
。
義
塾
の
講
座
は

年
に
一
度
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
２
日
間
に
わ
た
り
４
回

の
講
演
が
行
わ
れ
る
の
が
通
例
で
、
塾
生
、
塾
員
な
ど
の

義
塾
関
係
者
は
無
料
で
受
講
が
可
能
で
す
。
こ
れ
ま
で
に

「
ア
メ
リ
カ
大
統
領
と
は
誰
か
？
」「
英
国
王
室
」「
ア
フ

リ
カ
は
今
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
好
評
を
博
し
て
き
ま

し
た
。

　

昨
年
10
月
に
開
か
れ
た
今
年
度
の
講
座
で
は
、「
日
本
の

空
は
変
わ
っ
た
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
商
学
部
の
中
ち
ゅ
う

条じ
ょ
う

潮
う
し
お

教
授
の
ほ
か
、
日
航
と
全
日
空
の
方
々
が
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
各
日
１
０
０
名
ほ
ど
の
受
講
者
が
集
ま
り
、
熱
心

に
講
師
の
話
に
聞
き
入
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
有
償
・
無
償
合
わ
せ
て
年
間
３
０
０
件
ほ

ど
の
講
座
、
講
演
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

テ
ー
マ
の
際
は
、
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

今年度の港区民大学で
講演する中条潮商学部教授
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